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なぜ変異株が問題なの？

変異株の分類について

報道などで「オミクロン株」という名とともに「 」「 」といった名を耳
にしますが、それぞれどのような命名かご存じでしょうか。

や とは、 系統という新型コロナウイルスの国際的な系統分類命名
法による系統名です。世界中から日々登録される新型コロナウイルスのゲノム情報に
基づくので、変異が進むと新しい系統が増えていきます。オミクロン株も初めは

という系統のみでしたが、現在はその下位系統（子孫）である が
市内で多く検出されています。
新たな系統は が評価し、感染力、病原性、ワクチンの有効性への影響が大きい

と考えられると、懸念される変異株（ ： ）や注目すべき変異
株（ ： ）などに分類されます。どんどん更新されていく

系統名ではわかりにくいため、注視される変異株には、デルタ（δ）やオミク
ロン（ο）といったギリシャ文字の名前が付けられます。
日本では、国立感染症研究所が国内の流行状況も加味して、国内における と
を分類しています。現在は、 に該当する株はなく、 はオミクロン株のみ

となっています。

②抗体・中和抗体薬
の標的部位となる

①細胞表面の受容体と
結合することでウイルス
が細胞に侵入する

スパイクタンパク質の役割

受容体

スパイクタンパク質の
変異は要チェックです
ね

ウイルスのタンパク質の形が変わるとその働きにも影響が及び、ウイルスの細胞内
への侵入のしやすさや細胞内での増殖のしやすさが変わることがあります。また、タ
ンパク質の形が変わると、そこを標的とする抗体や薬の効果、抗原検査の感度に影響
を与えることがあります。塩基変異だけでも、 検査の感度が低下することがあり
ます。このように、変異株では感染力、重症化のしやすさ、ワクチンや薬の効果、検
査法の感度が変化している可能性があり、その動向が注目されているのです。
特にウイルス表面に突き出ていているスパイクタンパク質の変異は重要視されてい

ます。スパイクタンパク質は、細胞に侵入するとき鍵のような役目をしたり、抗体の
標的となったりする部位です。今までの変異株でも、感染性やワクチンの効果への影
響が実証されたスパイクタンパク質の変異がいくつか知られています。

、 とは…
： ①「感染力が強い、重症化しやすい、ワクチンが効きにくい」疑い
②複数の国で感染者が増加している

の①が実証されたもの
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